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小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

連
合
新
潟
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
二
つ
、「
私
た
ち

が
未
来
を
変
え
る
～
安
心
社
会
に
向
け
て
～
」、「
新
た

な
運
動
の
構
築
と
更
な
る
地
域
運
動
の
展
開
」
で
す
。

　

昨
年
、
無
事
結
成
三
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
由
に
し
て
民
主
的
な
労
働
運
動
の
理
念
の

下
に
、
勤
労
者
の
経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
と
、

地
域
社
会
の
健
全
な
る
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、「
運
動
へ
の
参
加
」
と
「
組
織
の
拡
大
」、「
地

域
に
顔
の
見
え
る
運
動
」
を
柱
と
し
、
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
の
実
現
に
向
け
、
運
動
を
す
す
め
ま

す
。

　

い
つ
の
時
代
も
労
働
運
動
は
、
よ
り
良
い
職
場
、
よ

り
良
い
社
会
に
向
け
た
変
革
の
原
動
力
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
運
動
や
労
働
者
福
祉

運
動
の
原
点
に
帰
っ
て
運
動
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
先
頭
に
立
つ
連
合
に
結
集
す
る
私
た
ち
に

は
、「
組
織
力
」、「
政
策
力
」、「
発
信
力
」
に
い
っ
そ

う
磨
き
を
か
け
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
た
め
、
次
の
時

代
に
連
合
運
動
を
つ
な
い
で
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
構
成
組
織
、
地
域
協
議
会

は
も
と
よ
り
、
連
合
新
潟
、
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
な
ど
一
四
の
団
体
で
構
成
す
る
新
潟
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
（
略
称
：
新
潟
県
労
福
協
）
が
す
す

め
る
“
社
会
運
動
”、
そ
し
て
ま
た
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
事
業
団
体
で
あ
る
労
金
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ

ｏ
ｏ
ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
労
福
協
構
成
団
体
の
様
々
な

取
り
組
み
に
対
し
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
・

協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

連
合
新
潟
会
長

牧

野

茂

夫

１月
労福協新春名刺交換会（６日）
第３回執行委員会（21日）
第65回地方委員会（29日）

２月
第４回執行委員会（21日）
春季生活闘争新潟県中央総決起集会（27日）

３月

第２回地協代表者会議（７日）
にいがたユニオン第26回定期大会（７日）
第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（27日）
春季生活闘争・中小総決起集会（28日）
連合国際女性デー第26回にいがた集会
� （女性委員会）

４月

2020地協青年代表者会議
� （青年委員会）（11日）
第６回執行委員会（21日）
第91回新潟県中央メーデー

５月 第７回執行委員会（26日）

６月

女と男フェスティバル2020
� （女性委員会）（６日）
第８回執行委員会（18日）
第66回地方委員会（26日）
第31回女性集会（女性委員会）
ユースラリー（青年委員会）

７月
第３回地協代表者会議（４日）
第９回執行委員会（21日）

８月
平和行動�in�広島（５～６日）
第10回執行委員会（26日）
構成組織・地協女性代表者会議

９月
平和行動�in�根室（12～13日）
第11回執行委員会（24日）
第４回地協代表者会議（26日）

10月

第12回執行委員会（13日）
第30回年次大会（28日）
ディーセント・ワーク世界行動デー新潟集会
第30回新潟県勤労者駅伝大会

11月
第32回女性委員会総会
第32回青年委員会総会　
女性労働問題懇談会（女性委員会）

※青年委員会・女性委員会合同研修会
� （開催時期未定）
※労働相談ダイヤル担当者研修会
　　　（�６月全国一斉労働相談ホットラインに

あわせて開催予定）
※土曜労働相談会
� （毎月第２土曜日�10時～17時開催）

2020年度　主要活動予定

結成30周年記念企画

連合新潟
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新
年
に
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り
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職場で困っている方々の受け皿に

スタッフで情報を共有する

連合
新潟 土曜労働相談会 ２月は８日に開催

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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毎
年
、本
紙
〈
新

年
号
〉一
面
に
載
せ

る
干
支
を
（
勝
手

に
）探
す
こ
と
に
腐

心
し
て
い
る
。被
写

体
は
県
内
で
、と
の

こ
だ
わ
り
も
あ
っ
て

か
、思
い
の
ほ
か
対
象
が
身
近
に

い
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

ひ
と
昔
前
は
白
い
ハ
ツ
カ
ネ
ズ

ミ
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
家
も
あ

っ
た
と
か
。今
は
愛
ら
し
い
ハ
ム

ス
タ
ー
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
に

違
い
な
い
。そ
ん
な
ハ
ム
ス
タ
ー

に
心
揺
れ
動
い
た
が
、つ
い
に
白

い
ネ
ズ
ミ
を
発
見
。ポ
ー
ズ
も
と

っ
て
く
れ
た
。

　

さ
て
気
は
早
く
、来
年
（
令
和

三
年
）の
干
支
は
目
星
を
つ
け
、今

度
は
、再
来
年
の
干
支
に
悩
み
は

じ
め
た
。飼
い
主
等
ど
な
た
か
ご

紹
介
願
い
た
い
。�

（
Ｋ
）

災
害
支
援
と
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の

�

強
化
を
議
論

『
県
財
政
危
機
に
抗あ

ら
が

っ
て
』

非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー

問
題
解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
う

Action! 36

STOP長時間

あなたの働き方は
� 大丈夫?

　

12
月
９
日
、
石
川
県
で
連
合

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
潟
、
富
山
、

石
川
、
福
井
）
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度

活
動
報
告
、
会
計
報
告
を
確
認

し
、
２
０
２
０
年
度
の
活
動
計

画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
台
風
15
号
、
19

号
の
災
害
支
援
に
つ
い
て
情
報

交
換
、
意
見

交
換
を
行
い

各
県
の
対
応

を
共
有
し
た
ほ
か
、
北
陸
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
隣
県
で
あ
る
連
合

長
野
へ
の
義
捐
金
を
送
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

連
合
新
潟
は
、
連
合
な
ら
び
に

連
合
福
島
へ
カ
ン
パ
金
と
義
捐

金
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
１
年
間
の
活
動
計
画
を
確

認
し
、
幹
事
県
、
開
催
県
の
役

割
り
分
担
や
、
役
職
員
研
修
会

　

現
在
の
新
潟
県
の
危
機
的
な

財
政
難
に
つ
い
て
、
花
角
知
事

は
そ
の
立
て
直
し
に
向
け
て

「
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
聖
域
を
設

け
ず
改
革
を
実
施
し
て
い
く
。」

と
行
動
計
画
案
を
公
表
し
ま
し

た
。
連
合
新
潟
は
、
そ
の
影
響

が
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
者
に

及
ぶ
こ
と
か
ら
、
地
公
労
よ
り
、

そ
の
課
題
等
を
執
行
委
員
会
で

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
組
合

員
の
皆
さ
ん
と
も
共
有
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
報
告
の
一

部
を
機
関
紙
に
掲
載
し
ま
す
。

2019年末一時金 連合新潟第３回(最終)集計結果
 （12月12日現在）

＜年末一時金 回答・妥結集計結果＞
昨年との比較が可能な組合の集計結果
　※年間妥結の年末分および年末（今季）回答妥結組合の総計
　額 集 計：104組合（24,629人）
　月数集計：126組合（28,595人）

◎組合員１人平均（加重平均）
� 　　　額：591,537円	 月数：2.23ヶ月
� 昨年　額：597,351円� 月数：2.25ヶ月

（昨年との差　額：△5,814円、月数：△0.02ヶ月）

◎組合平均（単純平均）
� 　　　額：476,812円	 月数：1.96ヶ月
� 昨年　額：487,641円� 月数：2.01ヶ月

（昨年との差　額：△10,830円、月数：△0.04ヶ月）
☆調査対象組合376組合（71,243人）中、202組合（46,239人）
が回答妥結した。（年間妥結の年末分含む）

＜年末一時金 要求集計結果＞
【額集計】

業種別 集計組合 組合員１人平均
（加重平均）

組合平均
（単純平均）

組合数 人員 金額 金額
計 96 24,479 644,292 539,208

2018年同時期 642,932 547,174
【月数集計】

業種別 集計組合 組合員１人平均
（加重平均）

組合平均
（単純平均）

組合数 人員 月数 月数
計 132 29,597 2.50 2.31

2018年同時期 2.49� 2.37�

地
方
公
務
員
労
働
組
合

共
闘
会
議（
地
公
労
）の

取
り
組
み

　

県
は
歳
入
が
大
幅
に
減
少
し

た
要
因
の
一
つ
に
地
方
交
付
税

の
減
少
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
地

方
交
付
税
の
算
定
要
素
の
一
つ

で
あ
る
人
口
が
減
少
し
て
い
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
減
少

は
新
潟
県
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
債
費

（
借
金
）
に
対
す
る
交
付
税
措

置
が
減
少
し
た
こ
と
に
伴
う
減

額
が
１
５
５
億
に
も
及
ん
で
い

ま
す
。
措
置
率
が
半
減
や
ゼ
ロ

と
な
っ
て
お
り
、
公
債
費
返
済

額
の
増
と
な
っ
て
歳
出
増
に
も

影
響
し
て
い
ま
す
。
公
債
費
の

多
く
を
占
め
る
普
通
建
設
事
業

は
、
２
０
０
９
年
決
算
は
２
２

３
２
億
円
、
民
主
党
（
当
時
）

政
権
の
２
０
１
０
年
に
は
１
８

７
１
億
円
に
縮
小
し
た
も
の
の
、

２
０
１
３
年
に
は
２
１
０
３
億

円
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の

改
善
を
国
に
求
め
る
よ
う
当
局

を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
立
病
院
へ
の
繰
り
出
し
が

「
県
財
政
危
機
要
因
の
一
つ
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
公

立
病
院
の
９
割
以
上
が
診
療
収

益
で
は
赤
字
の
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
民
間
で
は
採
算
が
取

れ
な
い
医
療
分
野
を
公
立
病
院

と
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

広
い
県
土
を
有
す
る
新
潟
県
は
、

地
域
医
療
の
要
と
し
て
体
制
の

充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
県

民
医
療
は
、
社
会
的
変
化
の
中

で
必
要
な
医
療
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
や
そ
の
負
担
の
あ
り
方

も
含
め
広
く
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

歳
出
削
減
の
項
目
の
一
つ
と

し
て
職
員
の
臨
時
的
賃
金
削
減

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
員

を
含
め
約
２
７
０
０
０
人
の
新

潟
県
職
員
の
賃
金
が
仮
に
３
％

削
減
さ
れ
る
と
、
年
間
約
50
億

円
削
減
さ
れ
、
消
費
の
冷
え
込

み
が
波
及
す
る
結
果
、
県
内
全

体
の
消
費
額
は
約
70
億
円
減
少

し
、
県
内
総
生
産
は
約
１
２
０

億
円
減
少
、
県
税
収

入
も
約
17
億
円
減
少

す
る
と
の
試
算
も
出

て
お
り
、
県
経
済
へ

の
影
響
も
大
き
い
も

の
で
す
。
県
庁
職
員

は
２
０
０
６
年
か
ら

１
４
０
０
人
以
上
、

約
２
割
人
員
が
減
ら

さ
れ
る
中
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

地
公
労
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
連
合

新
潟
に
集
う
構
成
組
織
の
皆
さ

ま
か
ら
も
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
20
日
か
ら
全
国
一
斉
労

働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
先
立

ち
、「
長
時
間
労
働
の
是
正
」

「
36
協
定
」「
有
給
休
暇
取
得

義
務
化
」
な
ど
を
周
知
す
る
た

め
、
県
内
全
域
で
街
宣
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
走
ら
せ
、
12
月
12
日
・

13
日
に
は
、「
全
国
一
斉
労
働

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た

と
た
ん
雪
が
降
る
な
ど
、
新
潟

ら
し
い
厳
し
い
天
候
の
中
、
流

し
街
宣
や
停
止
街
宣
、
チ
ラ
シ

配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、
新
聞
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
広
告
を
活

用
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
相
談

（
本
部
対
応
）
も
周
知
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
相
談

対
応
を
し
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
は
、
２
日

間
で
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
係
」

や
「
労
働
条
件
関
係
（
長
時
間

労
働
）」
な
ど
７
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

働
き
方
に
関
す
る
問
題
は
、

今
春
か
ら
順
次
、
改
正
労
基
法

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
、
多
く
の
働
く

者
が
抱
え
る
職
場
で
の
悩
み
を

　

連
合
新
潟
・
非
正
規
労
働
セ

ン
タ
ー
で
は
、「
組
織
拡
大
」

「
連
合
運
動
の
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
を

展
開
す
る
た
め
、
毎
月
、
労
働

相
談
事
案
の
進
捗
状
況
の
確
認

解
消
す
る
た
め
に
今
後
も
取
り

組
み
ま
す
。

や
情
報
共
有
の
た
め
の
ス
タ
ッ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

一
人
で
も
入
れ
る
労
働
組
合

「
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
」
と
も

連
携
し
、
未
払
い
残
業
代
の
請

求
や
不
当
解
雇
な
ど
へ
の
対
策

も
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
が
担

当
す
る
常
設
の
労
働
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
で
は
、「
長
時
間
労

働
や
不
払
い
残
業
」「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
な
ど
の
相
談
を
日
々
、

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
受
け
て

問
題
解
決
に
向
け
て
の
支
援
を

行
う
ほ
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
相

談
者
と
面
会
し
て
、「
組
織
化
」

の
あ
り
方
を
議
論
し
、
活
動
内

容
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

を
視
野
に
入
れ
た
対
応
も
し
て

い
ま
す
。

　

近
頃
の
相
談
で
は
、
職
場
に

労
働
組
合
が
な
く
、
労
働
条
件

が
不
明
確
だ
っ
た
り
勝
手
に
変

え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
事
案
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
関
連
法
の
改
正
が
順

次
進
ん
で
い
く
中
、
法
改
正
の

主
旨
を
改
め
て
広
く
周
知
し
て

い
く
必
要
性
と
、
県
民
に
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。


